
  

広 聴 特 別 委 員 会 
 

 日 時  令和７年１月２７日（月） 

 午前１０時００分 

場 所  第１委員会室       

 

付議事項 

１ １２月定例会議会カフェの開催について 

 (1)テーブル分け 

 (2)議会カフェマニュアル(前回分と同じ) 

  (3)アンケート用紙(前回と同じ) 

 (4)その他 

 

 

２ 団体に対する議会カフェの状況について 

    

 

３ 令和５年１２月定例会、令和６年３月定例会の議会カフェの後日回答分の

確認について 

 

 

４ 令和６年３月定例会議会のモニター意見の対応の確認について 

 

 

５ 令和６年９月定例会議会のモニター意見の対応について 

 

 

６ その他 

 

 



議会カフェ（12月定例会）

①実施日 ２月３日(月)　14時～15時30分予定

　会　場 Aスクエア 受付：福田

委員長 A B C D E Ｆ

総務文教 伊場 松尾 白井 笹木 岡山 大井 ◎森山

民生福祉 奥 中岡 古豊 吉永 ◎前田 山田

産業建設 藤岡 ◎恒松 ◎中島 ◎矢田 宮本 ◎中村 福田

②実施日 ２月３日(月)　19時～20時30分予定

　会　場 不二輸送機ホール 受付：中村

委員長 A B C D E Ｆ

総務文教 伊場 大井 岡山 白井 笹木 松尾 森山

民生福祉 奥 古豊 ◎前田 ◎山田 ◎中岡 ◎吉永

産業建設 藤岡 ◎恒松 中島 宮本 福田 矢田 ◎中村

テーブル任務　◎進行

（　総　括　　森山）

（全体司会　奥　）

（　総　括　　森山）

（全体司会　伊場）



議会カフェ 設営・運営マニュアル 

令和 6年 11月作成 

2024年１１月７日（木） 14時～ 不二輸送機ホール小ホール 

                19時～ Aスクエア 

 

前日まで ◎全議員の義務 

議員 1人につき参加者３人以上、広聴委員１

人につき参加者５人以上の出席 

 

 

当日 

時 間 概  要 備  考 

～13：00（18：00） 

 

◎備品搬入 

正副委員長、事務局員で備品を運搬、搬入 

 

13：00（18：00） 

（1時間前集合） 

 

 

 

◎議員集合 

①全員で 

グループテーブル（ABCDEの５グループ） 

受付テーブル（2テーブル） 

議長・司会テーブル（1テーブル） 

カフェテーブル（2テーブル） 

プロジェクターテーブル（1 テーブル）設置

及びグループテーブルにグループ番号、ICレ

コーダー配置 

②会場看板、会場内横断幕設置 

③プロジェクター・音響機器設置 

④受付設営（配布資料、筆記用具） 

⑤カフェコーナーの設営 

⑥受付、司会、議長（副議長）の垂れ幕設置 

⑦報告会全体の担当者（全体司会、受付）確認 

⑧テーブル毎の議員の役割確認（進行） 

〇駐車場を使用す

る際は、会場利用者

への配慮をお願い

します 

 

〇議員の身なり 

・赤ジャンバー 

・ノーネクタイ 

・議員バッチ不要 

 

※受付名簿ナシ 

 

〇配布資料 

・議会だより 

・議案の簡略版 

 

13：30（18：30） ◎参加者入室 開始  

①テーブルに資料を設置 

②テーブル担当議員は着席にて待機 

③参加者の意思でテーブルを決定 

④開始時間前に、飲み物（セルフ）の説明 

 



14：00（19：00） ◎全体会 開始 

① 開会のあいさつ（全体司会） 

② 議長あいさつ 

③ 議員紹介（常任委員長、受付の紹介） 

④ 議会報告会用動画の視聴（1５分程度） 

⑤ 意見交換会の諸注意説明 

〇常任委員長は待

機 

〇議員紹介は全体

司会が行う 

14：２０（19：２０） ◎意見交換会 開始（70分程度） 

①議員の自己紹介 

②諸注意 

③議会報告動画の報告内容の感想、意見（20分

程度） 

 １総務 ２民福 ３産建 

④全般的な意見交換（４５分程度） 

 

【注意事項】 

・和やかな雰囲気を作ること 

・全員が発言できるよう気配りをすること 

・参加者の発言を途中で遮らないこと 

・参加者の意見はまずは受け止めること、否定 

 をしないこと、持論を展開しないこと 

・周りで他の発言をする行為は行わないこと 

・議員が延々と発言しないこと 

・参加者の方が何を言いたいのか、伝えたいこ

とをできるだけ詳細に聞き取ること 

・常任委員長が待機していますので、答弁に迷

った際は相談してください。 

〇テーブル毎 

・進行 

・回収担当 

・回収担当が自テ

ーブルのアンケー

トを回収し、広聴委

員長へ提出 

 

全体報告書は広聴

委員長が作成 

15：25（20：25） ◎全体会 

①アンケート記載のお願い。 

紹介議員のチェックのお願い 

※回収担当がアンケート回収を徹底する。 

②閉会のあいさつ（広聴委員長） 

 

 

 

15：30（20：30） 

 

 

◎後片付け 

 全員で後片付け 

◎反省会 

 テーブル毎で気づきや次に向けての改善点

を出し合い、確認する。 

 



◎備品搬出 

 備品を正副委員長、事務局員の車に積み込み 

※全体報告書は広聴委員長が作成します。 



議会カフェ アンケート 

議会カフェにご参加いただき、誠にありがとうございました。今後の議会カフェ開催の参考にさ
せていただくために、アンケートへの協力をお願いいたします。 

 

性別：□男性  □女性 

年代：□～２０代  □３０代  □４０代  □５０代  □６０代  □７０代  □８０代～ 

住所：□山陽小野田市 
    □市外（      ） 

Q1  今回の議会カフェの次の項目に関して、満足いただけましたか？ 

①議会カフェの報告動画配信の内容 
□大変満足  □やや満足  □やや不満  □不満 

  理由 

②意見交換会の内容 
□大変満足  □やや満足  □やや不満  □不満 

   理由 

③時間配分 
□大変満足  □やや満足  □やや不満  □不満 

  理由 

④議員の対応 
□大変満足  □やや満足  □やや不満  □不満 

  理由 

Q2  今回の議会カフェに関して、ご意見、ご要望などございましたらご記入ください。 

 

     

 

 

 

(裏面もご利用ください。) 

アンケートへの回答に協力くださいまして、誠にありがとうございました。 
回答いただいた情報は、市議会の個人情報保護方針に基づき適切に利用させていただきます。 

議会カフェを、どのようにしてお知
りになりましたか。 
 
当てはまるものを全て選択してくだ
さい。 

□市 HP  □SNS  □チラシ・ポスター  □その他(         ) 
□議員からの紹介 
□伊場  □大井  □岡山  □奥    □笹木  □白井   
□髙松  □恒松  □中岡  □中島  □中村  □福田   
□藤岡  □古豊  □前田  □松尾  □宮本  □森山   
□矢田  □山田  □吉永 



令和５年１２月定例会議会カフェ後日回答分について(案) 
 
・(質問) Ａスクエア周辺では、車の混雑が予想されるが、入口は１つなのか。 

回答：Ａスクエアには駐車場が二か所でそれぞれ入口は１つであり、今後整
備される近隣の山口銀行跡地の活用等を踏まえ、混雑緩和に向け注視し
てまいります。 

(総務文教常任委員会) 
 
・(質問) 本山周辺は観光地に適した場所だが、最近は太陽光パネルの設置が進

んでいる。市の考えはどうなのか。 

回答：市の現状としては、太陽光発電施設の設置を対象としての届出等の制

度はないが、開発行為が伴う場合は、開発に関する届出制度がある。こ

れは届出制度であり、設置を規制することはできない。 

(産業建設常任委員会) 
 
・(質問) オートキャンプ場を含めた南部地区の今後のビジョンは何かあるか。 

回答：焼野エリアを南部の観光拠点として、リニューアル整備中の「きらら

交流館」を中心に周辺施設への周遊を促せるよう、ハード面及びソフト

面の充実を図っていく計画がある。 

    その計画では、焼野海岸・竜王山公園及びオートキャンプ場のフィー

ルド活動の魅力を最大化する「体験・活動拠点」、市民の心身共に健康な

暮らしをサポートする「生活・交流拠点」がコンセプトとされている。 

(産業建設常任委員会) 
 
・(質問) 利用者の少ない路線はバスを小型化して、利便性を向上させることは 

できないか。 

（回答）現在、利用者の少ないコミュニティバスの一部の路線では小型バスが

運行され、市内の路線バスは大型バスによる運行となっている。 

     その主な理由は、路線バスは、長い距離を運行する路線が多く、利用

者の少ない路線でも、一時的に乗車人数が多くなる区間が生じることも

あるが、その際に、小型バスであれば定員を超え、乗車できない利用者

に次のバスを待つ事態になりうるため、大は小を兼ねるという考えから、

大型バスでの運行が主体となっている。 

(産業建設常任委員会) 
 

・(質問)  ＬＡＢＶ事業で建設される山口東京理科大学の学生寮から大学まで
の交通手段はどうなのか。 

回答：交通手段はバス、電車、自転車、自家用車が考えられ、バスについて
は学生が使用しやすいようにこの度ダイヤ改正を行いました。利便性向

上に向け、利用状況等を注視してまいります。 



令和５年１２月定例会議会カフェ後日回答分について(案) 
 
・(質問) Ａスクエア周辺では、車の混雑が予想されるが、入口は１つなのか。 

回答：Ａスクエアには駐車場が二か所でそれぞれ入口は１つであり、今後整
備される近隣の山口銀行跡地の活用等を踏まえ、混雑緩和に向け注視し
てまいります。 

(総務文教常任委員会) 
 
・(質問) 本山周辺は観光地に適した場所だが、最近は太陽光パネルの設置が進

んでいる。市の考えはどうなのか。 

回答：市の現状としては、太陽光発電施設の設置を対象としての届出等の制

度はないが、開発行為が伴う場合は、開発に関する届出制度がある。こ

れは届出制度であり、設置を規制することはできない。 

(産業建設常任委員会) 
 
・(質問) オートキャンプ場を含めた南部地区の今後のビジョンは何かあるか。 

回答：焼野エリアを南部の観光拠点として、リニューアル整備中の「きらら

交流館」を中心に周辺施設への周遊を促せるよう、ハード面及びソフト

面の充実を図っていく計画がある。 

    その計画では、焼野海岸・竜王山公園及びオートキャンプ場のフィー

ルド活動の魅力を最大化する「体験・活動拠点」、市民の心身共に健康な

暮らしをサポートする「生活・交流拠点」がコンセプトとされている。 

(産業建設常任委員会) 
 
・(質問) 利用者の少ない路線はバスを小型化して、利便性を向上させることは 

できないか。 

（回答）現在、利用者の少ないコミュニティバスの一部の路線では小型バスが

運行され、市内の路線バスは大型バスによる運行となっている。 

     その主な理由は、路線バスは、長い距離を運行する路線が多く、利用

者の少ない路線でも、一時的に乗車人数が多くなる区間が生じることも

あるが、その際に、小型バスであれば定員を超え、乗車できない利用者

に次のバスを待つ事態になりうるため、大は小を兼ねるという考えから、

大型バスでの運行が主体となっている。 

(産業建設常任委員会) 
 

・(質問)  ＬＡＢＶ事業で建設される山口東京理科大学の学生寮から大学まで
の交通手段はどうなのか。 

回答：交通手段はバス、電車、自転車、自家用車が考えられ、バスについて
は学生が使用しやすいようにこの度ダイヤ改正を行いました。利便性向

上に向け、利用状況等を注視してまいります。 



(総務文教常任委員会) 
 
・(質問)  下水道料金６％増の知らせが届いたが、何処が決定するのか。 

回答：下水道使用料（料金）については、平成 30 年 10 月に消費税率を 8％

から 10％に変更して以来、料金改定は行われていない。 

(産業建設常任委員会) 
 
・(質問)  県道宇部船木線の改良工事はいつ完成するのか。 

回答：山口県の事業により、令和５年度から中断していた工事が再開された

が、完成時期は予算の関係があるのでわからない。 

(産業建設常任委員会) 
 
・(質問)  過去、本山岬から北九州に向けて防潮堤の話があったがようだが、

菊川断層との関連性は大丈夫か。 
回答：本山岬から北九州に向けての防潮堤建設の件については、市としては

把握していないということです。また、菊川断層との関連については、
今後県からの新しい情報提供を受けて防災計画に盛り込んでいく予定
ということです。 

(総務文教常任委員会) 
 

・(質問)  今は中央福祉センターにある社会福祉協議会において無料で手話活
動をしているが、今後はどこですればよいのか困っている。 

  回答：山陽小野田市民活動センター(A スクエア内)が利用可能ということで
す。申請手続き(利用申請・減免申請)につきましても同センターにお願
いするということです。 

(民生福祉常任委員会) 
 

・(質問) きららガラス未来館におけるマスコットの作成の要望があったが検討
は進められているか。 

回答：開館当時に小学生に公募し、作成した「コップー」「サラピー」「カッ
ピー」というマスコットキャラクターは現在、館内に展示していますが、

近年新たにマスコットキャラクターの作成の要望等はしていないという
ことを確認した。 

(総務文教常任委員会) 
 
・(質問)厚陽地域交流センターの建て替えはしないのか。 

回答：公共施設の個別施設計画の中の方向性については「建替え又は複合化
を検討」と示されています。現在は住民の意見を聴取している段階であり、
厚陽地域の地域運営組織の立ち上げの中で、拠点としての役割として協議
しており、議会としても合理的な施設整備に向け注視してまいります。 

(総務文教常任委員会) 
 

・(質問)厚陽保育園の駐車場、側溝の補修はしないのか。 



回答：厚陽保育園の送迎用の駐車場は現在市道の一部が占有されています。

専用の駐車場を確保するため園舎の裏側のスペースの活用を検討しま

したが、技術的・経済的な課題があり、活用は困難ということです。 

(民生福祉常任委員会) 



回答：厚陽保育園の送迎用の駐車場は現在市道の一部が占有されています。

専用の駐車場を確保するため園舎の裏側のスペースの活用を検討しま

したが、技術的・経済的な課題があり、活用は困難ということです。 

(民生福祉常任委員会) 



令和６年３月定例会議会カフェ後日回答分について(案) 
 

・（質問）粗大ゴミの出し方がまずくて、置いて帰るという状況があるが、それ 

を民間の業者に委託して大丈夫なのか。 

回答：委託業者には、必要な指示・指導を徹底していると聞いており
ます。ごみの出し方のルールが守られず収集できないごみが出
されていた場合は、収集できない理由等を張り紙し、置いて帰
るようにしているとのことです。 

(民生福祉常任委員会) 

 

・（質問）民間委託をするが、その委託料の金額は現在よりどれくらい安くなる

のか。 

回答：令和 6 年度のゴミ収集業務委託料は 7,175 万 7,000 円で、委託

料としては増えています。しかし、民間委託を進めることで、将

来的に市全体の支出の削減が見込まれるという報告を受けてい

ます。 

(民生福祉常任委員会) 
 

・（質問）水道管の耐震化は全体の何%ぐらいやっているのか。 

回答： 水道管の耐震化率は２３．３％である。 

(産業建設常任委員会) 
 
 



令和６年４月２５日、２６日開催の意見交換会で聴取した意見に対する対応（案） 

 

 

モニターからの意見 担当委員会 

・ YouTubeを使いたいという気持ちはあるけど、YouTubeの使い方が分からないという方もいると思

う。YouTube とはこうやって使いますよ、アプリとはこういうものですよ、という講座や動画を作

ってはどうか。 

 

 

 

 

 

・The 市議会の記事は、継続的に記事を載せてもらえないか。例えば、委員会レポートで、堤防を作

ることになりました、予算がどれくらいです、だけでなく、後日、堤防がこんな風にできましたっ

ていう写真を載せるなど、継続的にして欲しい。一般質問のことも同じ。 

 

・LINEに何故市議会が入っていないのか。定例会の日程や一般質問、委員会が通知できないか。 

・団体に所属しているモニターもいるのか。 

 

 

 

 

・市や地域交流センターなどで

開催される講座を利用いただ

きたい。また、議会の広報と

しても市民がアクセスしやす

い環境をつくっていく。 

 議会だよりで記事を設ける。

アプリの説明、やり方を注意

事項も踏まえて載せる。 

 

・中長期にわたる大事業等は継

続的に記事を掲載するよう検

討する。 

 

・市の公式 LINEのメニュータブ

には載せることができない。

市議会のホームページや市の

公式 LINEでその都度お知らせ

をしていく。 



令和６年１０月１７日開催の意見交換会で聴取した意見に対する対応（案） 

                        

 

                       ↓ 

 

令和６年７月２日開催の議会傍聴した中学生との意見交換会で聴取した意見の割り振り（案） 

モニターからの意見 担当委員会 

議会傍聴された中学生からのアンケート、中学生との意見交換会の中でいっぱい良いことを発言して

いる。中学生との意見交換の内容を取りまとめ、これを議員全員で話をしていないようだが、話し合

いをしてほしい。中学生の言ったことは的を射ていると思う。 

各委員会 

議会傍聴した中学生からの意見 担当委員会 

・子育てに力を入れたら戻ってきたり移住したりする人も増えていくのではないか。 

・ユニークな仕事場が増えたら若い人が集まるのでは 

・少子化対策で小中一貫校になっていくのか疑問 

・給料の高い会社や大企業があれば戻ってくるのかも 

・スポーツができる会社があればよい 

 

 

 

 

 

 

 

 

総務文教常、民生福祉 

産業建設 

総務文教 

産業建設 

産業建設 

 

 

 

 



 

【以下、要望】 

・自分たちの市の特徴となるものが欲しい 

・地域の魅力がわからないし働くところが他県に比べて少ない 

・魅力的で楽しいと思える商業施設があればよい 

・観光スポットがあればよい 

・みんなが戻ってくるまちにしたほうがいい 

・アンケートをとって多かった仕事を山陽小野田に作る 

・都会のものを取り入れることで人が集まるのでは 

・若者が楽しめる施設がサンパークしかない 

・娯楽施設が少ない 

・戻ってくるメリットを作る 

・自分のしたい職業や学びたい場所が他県にあるとそちらに行くので、選択肢を市に多くしたらいい 

・サンパークにカラオケや映画館があるといい 

・山陽小野田市から出ていく人をどうやって戻していくのか気になる 


